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根室金刀比羅神社例大祭（夜の競演）
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北海道農業　地域社会
命　国民　暮らし

あさひ四兄弟



2

　根室金刀比羅神社例大祭が８月９日から１１日までの３日間の

日程で開催されました。しかし、今年も昨年に続き天候が悪く１

日目は雨に見舞われてしまい、夜の山車の競演が中止になってし

まいました。翌日はなんとか天候も回復し、恒例の我が神輿会も

お神輿を担ぎ市内を巡る事ができました。１日分の勢いを取り戻

すように参加した大勢の皆さんも、また沿道で見物する人たちも

楽しんでいました。昨年は高潮の被害もあり今年も心配されまし

たが、付近の商店などへの被害もなく１日中止にはなったものの

無事開催できてよかったと一安心。

　毎年開催されているこの例大祭ですが、

年々お神輿の担ぎ手が少なくなっている

ようです。体力と気力が必要ですが年に

一度の例大祭、苦しい思いをした後の達

成感や爽快感を味わうのも一興ではない

でしょうか？

　７月３０日、青年部べつかい支部はまきばの

感謝祭を開催し、約２００名以上の来場者で会

場内は大変賑わいました。

　まきばの感謝祭は、毎年行われており、焼肉、

アイス、ソフトドリンクなどが入場料のみで頂

ける事ができるお祭りとなっております。また、

牛肉の販売も行っており、普段よりも安い値段

で購入できる事から来場者には人気がとてもあ

り、今年も約１３０㎏の販売用肉を完売するこ

とができました。

　今年は、アトラクション部門において教育テ

レビで人気の「ぶんばぼん」を子供達みんなで

踊り、会場を盛り上げていました。
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　８月１２日、上春別地域センター駐車場で上春別地区仮装盆踊
り大会が開催されました。
　上春別地区連合会主催によるこの仮装盆踊り大会は、例年多く
の地域住民らが集まり、地域内外からの仮装チームが参加しとて
も盛り上がる催しで、今年も工夫を凝らした衣装を纏った参加者
たちが会場を沸かせていました。また、各協議会の協力による串
焼き、かき氷などの露店の他、スーパーボールすくい、流しそうめんで参加者を楽しませてくれま
した。
　今年も上春別支所からも出店しトロピ
カルジュースやポップコーン、子供用に
パンチボールの提供を行い、地域住民と
の交流がより一層深まったのでは思いま
す。
　最後は仮装大会の結果発表と打ち上げ
タイプや吹き上げタイプの花火を盛大に
行い、大会を締めくくりました。

　８月６日、Ａコープ西春別店前特設会場で、第１７回酪
農祭を開催しました。
　会場では、哺乳瓶で牛乳を飲む牛乳早飲み選手権や玉入
れ、東京ディズニーランドペア旅行券などの豪華景品が当
たる○×クイズなど参加型イベントが多数開催されました。
　ステージイベントでは、よさこいチー
ム「花翔舞」による演舞を始めとして、
夜桜冬美さんによるものまねショーも行
われ、会場に来た方々を楽しませてくれ
ました。
　他にも、青年部・女性部による焼きそ
ば・いもだんごの販売、焼肉交流試食会
など様々な露店やイベントで大いに盛り
上がりました。
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根室支所女子職員研修会

頑
張
れ
熊
本　

う
ち
わ
で
応
援
！

　

７
月
22
日
、
根
室
支
所
で
は
女
子
職
員
の
親
睦
と
教
養
を

深
め
よ
う
と
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会

は
合
併
前
に
も
不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
再
開
す

る
き
っ
か
け
は
家
の
光
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
熊
本
地
震
の
被

災
地
を
応
援
し
よ
う
！
と
い
う
企
画
を
目
に
し
た
時
で
し
た
。
く
ま
モ
ン
の

う
ち
わ
キ
ッ
ト
は
、
販
売
代
金
の
一
部
が
被
災
地
に
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ

れ
る
と
い
う
事
で
、
こ
れ
は
是
非
賛
同
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
し
ば
ら
く

開
催
し
て
い
な
か
っ
た
女
子
職
員
研
修
会
を
併
せ
て
開
催
し
よ
う
と
思
い
立

ち
、
急
で
は
あ
り
ま
し
た
が
企
画
し
ま
し
た
。

　

実
際
、
製
作
に
入
る
と
思
っ
て
い
た
よ
り
細
か
い
作
業
の
連
続
で
、
全
員

が
集
中
し
て
会
場
が
静
ま
り
返
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
事
前
に
試
作
し
て
い

た
の
で
少
し
説
明
を
し
な
が
ら
作
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
雑

談
も
交
え
つ
つ
１
時
間
ほ
ど
で
完
成
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
熊

本
地
震
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
義
援
金
付
き

の
キ
ッ
ト
う
ち
わ
は
10
月
31
日
ま
で
の
販

売
と
な
る
そ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
手
作
り
教
室

な
ど
で
活
用
し

て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か

？
（
家
の
光
８

月
号
や
さ
し
い

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

掲
載
）

青年部根室支部ロールパックメッセージ作成

牛
乳
を
い
っ
ぱ
い
飲
も
う
！

　

青
年
部
根
室
支
部
で
は
、
ロ
ー
ル
パ

ッ
ク
を
利
用
し
た
牛
乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ

の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
メ
ッ
セ
ー
ジ

作
成
を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク

を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
部
員
、
事
務
局
と
農
林
水
産
省
よ
り
若
手
担

当
者
と
し
て
農
家
に
酪
農
実
習
に
来
て
い
た
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
９
名
で
行
い
ま
し
た
。　
　
　

　

平
成
26
年
に
製
作
し
た
作
品
は
、
北
海
道
農
協
青
年

部
協
議
会
よ
り
、
ア
ー
ト
部
門
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
年
違
う
絵
柄
を
デ
ザ
イ
ン
し
ロ
ー
ル
パ
ッ

ク
に
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
積
み
上
げ
ら
れ
た
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
に
下

書
き
を
し
て
ペ
ン
キ
と
カ
ラ
ー
ス
プ
レ
ー
を
使
っ
て
色

を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク
は
４
段
に
積
み

重
ね
て
い
る
の
で
約
５
ｍ
の
高
さ
に
な
り
、
ト
ラ
ク
タ

ー
を
駆
使
し
て
作
業
を
し
ま
す
。
今
年
は
雨
が
降
っ
た

後
の
作
業
で
ペ
ン
キ
が
馴
染
む
の
に
苦
労
し
た
よ
う
で

す
。
午
前
10
時
頃
か
ら
作
業
を
開
始
し
て
３
時
間
ほ
ど

で
完
成
！

　

国
道
44
号
線
に
面
し

て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
通
り
か
か
っ
た

際
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

し
て
ご
覧
下
さ
い
。
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JHCサマースクール

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
工
場
を
見
学

　

７
月
27
日
と
７
月
28
日
の
２
日
間
、
中
標

津
森
林
公
園
に
お
い
て
、
根
室
・
釧
路
管
内

合
同
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
酪
農
の
基
礎
知
識
の
習
得

と
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
Ｊ

Ａ
中
標
津
、
計
根
別
、
標
茶
、
道
東
あ
さ
ひ
の
４
ク
ラ

ブ
、
計
55
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
集
後
、
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
な
か
し
べ
つ
工
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
家
で
搾
ら
れ
て
い
る
牛
乳
が
ど

う
や
っ
て
チ
ー
ズ
に
な
る
の
か
、
工
場
の
方
の
話
を
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
他

の
ク
ラ
ブ
会
員
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
１
年
ぶ
り
の

再
会
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
仲
間
た
ち
と
た
く
さ
ん
遊

び
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

青年部牛乳大作戦

道
産
牛
乳
は
い
か
が
で
す
か

　

８
月
12
日
と
13
日
の
２

日
間
、
青
年
部
で
は
「
夏

の
牛
乳
大
作
戦
」
と
題
し

て
、
乳
製
品
消
費
拡
大
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｊ
Ａ
中

春
別
青
年
部
と
合
同
で
、
道
の
駅
摩
周
温

泉
（
12
日
の
み
）
、
野
付
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
（
両
日
）
の
２
ヶ
所
で
観
光
客
や

ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
と
し
て
牛
乳
や
ア
イ

ス
、
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ
を
、
各
会
場

で
お
よ
そ
100
セ
ッ
ト
程
度
を
無
料
配
布
し

ま
し
た
。

　

開
催
時
期
が
連
休
と
い
う
事
で
、
各
会

場
に
は
多
く
の
お
客
さ
ん
が
見
え
て
お

り
、
用
意
し
た
配
布
物
は
30
分
ほ
ど
で
全

て
配
り
終
え
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
美
味
し
い
で
す
。」
な
ど

と
声
を
掛
け
、
部
員
達
は
普
段
接
す
る
こ

と
の
少
な
い
消
費
者
の
方
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。

女性部上春別支部フレミズ合同学習会

乾
乳
期
管
理
を
学
ぶ

　

女
性
部
上
春
別
支
部
で
は
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
と
合
同

で
７
月
26
日
に
上
春
別
支
所
に

て
乾
乳
期
管
理
の
学
習
会
を
行

い
、
部
員
13
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
合
同
学
習
会
は
、
部
員
か
ら
分
娩
前

後
の
疾
病
や
周
産
期
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
行
い

た
い
と
の
意
見
が
挙
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
道
東
根
室
西
部
事
業
セ
ン
タ
ー
の
白
尾

優
佳
氏
を
講
師
に

招
き
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

低
カ
ル
が
起
き

る
原
因
や
、
ス
ト

レ
ス
が
大
き
く
か

か
る
分
娩
前
後
で

の
ス
ト
レ
ス
軽
減

の
重
要
性
を
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。

　

講
義
後
は
、
昼

食
休
憩
を
し
な
が

ら
各
々
講
師
へ
日

頃
感
じ
て
い
る
疑

問
を
質
問
し
、
確

認
し
合
い
な
が
ら

終
了
致
し
ま
し

た
。



「腹いっぱい」で、秋の生産低下を防止しよう
　今年も夏が終わろうとしています。今年は６月～７月と気温の低い時期が続きましたが、９月の残暑
にはまだ注意が必要です。もう一度、飼料給与や暑熱対策の基本ポイントをおさらいして、腹いっぱい
食べられる環境を整え、残暑による生産低下を予防しましょう。

　まずは飼槽から粗飼料、ＴＭＲを切らさないようにしましょう。餌の掃き寄せは、牛の口が届く位
置、食べやすい量を考えて行いましょう。

写真：飼槽には常に飼料を　最後の一口は食べやすく盛るように掃き寄せましょう

　飼槽、水槽の汚れは牛の食欲を阻害します。暑さで弱った牛に忍びよる伝染病を予防する観点から
も、こまめな清掃を行いましょう。

写真：汚れた状態　残飼は取り除き、きれいな状態を保ちましょう

写真：牛の腹と草量を確認しましょう

　特に牛の食い込みをよく観察しましょう。
　牧草の伸びが緩慢になるため、放牧地を広げ
たり、早めに牧区を移動させたりする必要があ
ります。不足している場合は、牛舎内やパドッ
クで十分に粗飼料を給与しましょう。

写真：すだれによる西日対策・牛体に向けた扇風機

　日中の気温はまだ牛には暑いと感じられます。
換気扇や扇風機は換気のためだけでなく、暑熱
対策として稼働させましょう。
　また、太陽が低くなり西日が牛舎内に入って
きます。牛や飼料に西日が当たらないような工
夫も効果的です。　
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PGによる発情誘起時の留意点
根釧農業試験場　乳牛グループ　古山　敬祐

　PG（プロスタグランジンF2α）は、牛の繁殖管理において使用頻度が極めて高い薬剤です。PG
は、卵巣内の黄体を退行させることにより、発情を誘起します。発情を見つけづらい牛、黄体遺残
や子宮蓄膿症であると診断された牛などに対して使われ、分娩誘起の際にも使われます。このよう
に、PGは汎用性が高く便利な薬剤ですが、万能ではありません。改めて、PGによる発情誘起時の
留意点を整理しました。

　「PGを打ったから３日後に人工さんにつけてもらっ
て」という言葉を獣医師から聞いたことがあるかと思い
ます。牛の発情徴候を確認せずに、言われたままに授精
するのは失敗の元です。泌乳牛であれば、PG投与から
３日目に発情が来る確率が高いのですが、PG投与から
発情までの日数にはバラツキがあります（図１）。また、
経産牛と未経産牛でもその分布は異なり、未経産牛では
PG投与から２日目に発情が来る確率が高いです（図１）。
PG投与後は決まった日に授精を行うと決めつけず、発
情徴候を確認したうえで授精のタイミングを検討するこ
とが受胎率向上へとつながります。

図１　PG投与から発情までの日数

図２　PG投与日と黄体退行効果の関係
（ホルスタイン種育成牛：根釧農試データ）

＊黄体退行＝超音波検査での診断

図３　PG投与量と黄体退行効果の関係
（ネローレ種非泌乳牛：Ferraz Junior et al.2016）
＊黄体退行＝血中プロジェステロン濃度での診断
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　PGは黄体のある全ての牛に対して、効果を発揮する
わけではありません。できて間もない黄体には、PGは
効きません。特に、発情後５日目までの黄体にはPGが
ほとんど効きません。それ以降の黄体は、日数が経つに
つれてPGが効くようになっていきます（図２）。卵巣の
超音波検査により、PGが効く時期かどうかを、獣医師
がある程度判断できますが、診断精度は100%ではあり
ません。診断精度を上げるためには、発情後出血やその
他の発情徴候の情報と合わせて判断することが必要にな
ります。

発情後日数別に見たPG投与効果

　PGを推奨投与量の倍量を投与してやることで、効き
づらいと言われる発情後５～７日目の黄体が退行しやす
くなります（図３）。また、推奨投与量を８～24時間間
隔で２回投与してやることでも、PGによる黄体退行効
果が増強されます。PGによる発情誘起効果に納得がい
かない場合は、このような対策を実施することも解決策
の一つになると考えられます。しかし、注意点がありま
す。発情後５日目までの黄体に対しても、投与量増加や
複数回投与は多少の効果はありますが、明瞭な効果は発
揮しません。発情後５日目までの黄体だと考えられる場
合には、投与日を遅らせて使用することが推奨されます。

投与量増加や複数回投与による黄体退行効果
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●【経営科】東北海道技術競技大会で大活躍！
　全国大会へ出場権獲得!!!
　８月１０日（水）、東
北海道学校農業クラブ連
盟第４６回技術競技大会
が美幌高校を当番校とし
て行われ、本校から２種
目に１３名の生徒が出場
しました。
　作物名や農機具名など
を答える農業鑑定競技
（畜産コース）には９名が出場し、夏休み中の練習の
成果を発揮し、最優秀賞、優秀賞と２名が入賞いたし
ました。最優秀賞の堀君は昨年に引き続き2連覇を達
成しました。家畜審査競技には４名が出場し、最優秀
賞と優秀賞と表彰台をほぼ独占するとともに、念願の
団体優勝も果たしました。

　学習の会場として別海町酪農研修牧場様、伊藤牧場
様には大変お世話になりました。誌面をお借りしてお
礼申し上げます。
　酪農経営科が開設されて今年で１０年を迎えます。
今まで鑑定競技で最優秀賞４名、家畜審査競技では、
４年連続の最優秀賞受賞と日頃から地域の皆様のご支
援を受け学習している成果は確実に形となってあらわ
れていることを実感しております。今後ともかわらぬ
ご支援をお願いいたします。
【東北海道技術競技大会入賞者名】
農業鑑定競技（畜産コース）　
　最優秀賞　　堀　　有樹（３年）（２年連続）
　優秀賞４席　佐藤　美稀（３年）
家畜審査競技（乳牛の部)
　最優秀賞　　角田　聡太（１年）
　優秀賞２席　今野　永和（３年）
　優秀賞３席　平野　俊弥（１年）
　優秀賞４席　上神　美幸（２年）
　団体戦　最優秀賞

●【経営科】根室共進会参加に向けて取り組
　んでいます。
　酪農経営科では、今まで酪農研修牧場様より乳牛を
お借りして、オータムショウなどに参加し、地域の皆
様から乳牛の飼養管理などについて勉強させていただ
いてきました。今年度からはいよいよ、根室管内共進
会、ホルスタインナショナルショウ参加に向けて取り
組みを始めました。この詳細は次号にてお伝えいたし
ます。　　　

●【専攻科】指導農業士現地研修会に参加！
　７月２６日（火）に根室管内指導農業士会主催の現
地研修会が標津町で行わ
れ、専攻科学生・教職員
合わせて１１名が参加し
ました。実際に指導農業
士の農場の取り組み内容
や視察のあと、昼食を交
えた交流会も行われまし
た。標津町茶志骨の大西
牧場では、繁殖や牛舎配
置について説明していた
だきました。熊谷牧場で
は、飼料用トウモロコシ
に力を入れており、土づ
くりと草地の植生改善に
ついて説明していただき
ました。午後からは標津
町のサーモンパークにて交流会が行われ、参加学生は
「指導農業士や関係機関の方々との親睦を深め、とて
も充実した研修でした」と感想を述べていました。

●【専攻科】北矢ケレス友の会圃場検討会
　８月３日（水）の圃場検討会に学生８名が参加しま
した。この圃場検討会は、専攻科後援会会長である石
田さんや会員の農家さんが取り組んでいる草地を見学
し、牧草の生育等を観察
する検討会です。最初に
福本さんのチモシーとペ
レニアルライグラスの混
播草地やケレスを８年維
持している草地を見学し
ました。加藤さんの圃場
では、多草種混播草地の
状況に応じて変化する植生を見学し、石田さんの圃場
では新品種のフェストロリウム試験栽培の見学・検討
学習をさせていただきました。
　参加した学生は、「新品種の有利性を実感し、今後
の草地管理に取り入れてみたい」と意気込みを話して
いました。

大会当日の模様

大会に参加した生徒

大西牧場視察

昼食交流会

圃場検討会の様子
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日　時：平成２８年１０月１８日（火）
　　　　１１：００～１４：００

場　所：ウェディングプラザ寿宴
　　　　　（中標津町東３条北１丁目）

内　容：●“私が目指す酪農”の紹介
　　　　【紹介者】
　　　　○近津　義尊さん（新規参入：別海町中西別）
　　　　○別海高校農業特別専攻科：学生（予定）
　　　　【進行役】
　　　　○西田　　尚（根室管内農業士会　理事）
　　　　●“私が目指す酪農”に向けたグループ討議
　　　　●昼食交流会

参加費：○根室管内の新規参入者、新規学卒就農者、Uターン就農者
　　　　（ともに就農後５年度以内の方）、新規参入予定者、学生
　　　　【参加費　無料】
　　　　○上記以外の方【参加費　1,000円／名】

主催：根室管内農業士会
後援：根室管内指導農業士会、根室管内農業協同組合長会、公益社団法人北海道農業公社、
　　　北根室地区農業改良協議会、南根室地区農業改良推進協議会

※参加を希望される方は、後日FAXにて組合員宛てに申し
　込み用紙をお送りしますので、直接お申し込みください。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
で
あ
る
サ
ポ
ー
タ

ー
550
万
人
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
道
民
の
皆
さ
ん

に
食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ

ン
プ
）
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

農
業
イ
ベ
ン
ト
や
関
連
施
設

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
ラ

リ
ー
、
直
売
所
か
ら
発
信
す
る

オ
ス
ス
メ
農
畜
産
物
情
報
な
ど
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
北
海
道
の

魅
力
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
地
域
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
若
手
女
性
農
業
者
集
団
「L
in
ks

」
の

メ
ン
バ
ー
を
講
師
に
、
小
学
生
と
そ
の
親
を
対
象

と
し
た
「
学
ぶ
・
作
る
・
食
べ
る 

旬
食
カ
レ
ッ
ジ

ｉ
ｎ
札
幌 

親
子
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
料
理
教
室
」
と
「
食
の
講
演
」
を

通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
地
元
食

材
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
商
品
・
利
便
性

を
紹
介
す
る
こ
と
で
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

酪
農
生
産
基
盤
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
北

海
道
特
有
の
冬
場
の
子
牛
事
故
率
の
低
減
に
向
け

た
「
冬
期
子
牛
飼
養
環
境
向
上
支
援
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
出
生
直
後
の
子
牛
を
暖
め
る
機

械
装
置
や
分
娩
監
視
モ
ニ
タ
ー
等
の
導
入
助
成
を

行
い
ま
す
。
今
年
の
冬
、
子
牛
の
寒
冷
ス
ト
レ
ス

対
策
の
強
化
に
向
け
て
本
事
業
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
将
来
の
経
営
基
盤
の
基
礎
と
な
る
優
良
後
継

牛
の
生
産
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
日
程
・
事
業

内
容
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

　

共
済
ホ
ー
ル
で
、「
全
道
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ
ポ
大

会
」
を
開
催
し
、
前
年
度
の
普
及
活
動
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
Ｌ
Ａ
62
名
と
、
ス
マ
サ
ポ
29
名
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｌ
Ａ
・
ス
マ
サ

ポ
に
よ
る
「
３
Ｑ
訪
問
活

動
」と「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ

ク
」の
実
践
を
通
じ
て
、
組

合
員
・
地
域
利
用
者
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
、
「
安

心
」と「
満
足
」
の
提
供
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す

ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行

し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連



11

　北海道では特に冬期間における分娩時および分娩直後の子牛事故率が高い傾向にあります。
　冬期間の子牛の寒冷対策は北海道の酪農家に共通する課題ですが、分娩時のケアに加えて、出生後す
ぐに子牛の体を乾かし、暖め、保温を行うことが子牛の死亡事故や疾病の防止につながります。
　酪農家の皆様におかれましては、今年の冬、子牛の寒冷ストレス対策の強化に向けて本事業をご活用
いただき、将来の経営基盤の基礎となる優良後継牛の生産にお役立てください。

平成28～29年度の２か年間実施します。
※平成28年度対象：
　平成28年4月1日～平成29年1月31日納品分
※平成29年度対象：
　平成29年2月1日～平成30年1月31日納品分

　生乳生産者段階における分娩時および分娩
直後の子牛の飼養環境向上に資する下記３カ
テゴリの物品の導入費用の一部を助成します。

カ テ ゴ リ 対 象 物 品

①子牛を暖める、

　乾かす

②子牛を隔離する

ヒーター付子牛加温装置、赤外線ヒーター

電熱マット、カーフジャケット

哺育牛用電熱水槽など

カーフハッチ、カーフペンなど

分娩監視システム、分娩監視カメラなど

※国の補助事業との重複助成を可とします。
※事業費２千円未満は対象外とします。
※敷料等の消耗資材は対象外とします。

③分娩を監視する

平成28年10月を参加申込期日としています。

ＪＡを通じて北海道指定生乳生産者団体に生
乳を出荷している者であって、その受託販売
契約を当事業実施期間中において締結してい
る者。

事業費（実質生産者負担額）の50%を助成し
ます。
但し、事業期間中（２か年合計）で30万円/戸
（税抜）を上限とします。

詳しい日程・申請手続き等については、JA道東あさひ営農部 営農振興課
（TEL 0153－75－2202）までお問い合わせください。

カーフジャケットなど
で低温によるストレス
を低減し、疾病感染リ
スクを減らす。

保温する

分娩監視装置などを利
用して分娩に立ち会う
とともに、分娩直後の
子牛のケアを行う。

ヒーター付子牛加温装
置などで子牛を乾かし
暖めることで、低体温
による死亡や虚弱牛を
減らす。

乾かす・暖める

カーフハッチなどで子
牛を隔離し、下痢や肺
炎に感染するリスクを
減らす。

隔離する

分娩監視装置などを利
用して分娩に立ち会う
とともに、分娩直後の
子牛のケアを行う。

分娩を監視する
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１０月１日より、自動車等に係る事故対応はＪＡ共済
連釧路自動車損害調査サービスセンターに引き
継がれます。



耕
耘
機
ハ
ン
ド
ル
の
跳
ね
上
が
り
対
策（
２
）

ス
ト
ッ
プ
！ 

農
作
業
事
故

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
文
武

　

後
方
発
進
時
に
エ
ン
ジ
ン
回
転
数
が
高

い
ま
ま
ク
ラ
ッ
チ
を
つ
な
ぐ
と
人
を
持
ち

上
げ
る
ほ
ど
の
力
と
速
さ
で
ハ
ン
ド
ル
が

跳
ね
上
が
り
ま
す
。
危
険
予
知
を
し
て
い

れ
ば
持
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
防
げ
ま
す

が
、
人
は
ミ
ス
を
犯
し
ま
す
か
ら
絶
対
に

大
丈
夫
と
は
い
き
ま
せ
ん
。
ル
ー
プ
ハ
ン

ド
ル
で
あ
れ
ば
ハ
ン
ド
ル
で
体
を
持
ち
上

げ
ら
れ
た
り
押
し
付
け
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

つ
の
型
ハ
ン
ド
ル
の
場
合
に
は
、
ハ
ン
ド

ル
に
は
挟
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
機
械
本
体
や

作
業
機
に
挟
ま
れ
ま
す
。
ル
ー
プ
ハ
ン
ド

ル
の
場
合
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
手
を
放

す
と
ク
ラ
ッ
チ
が
切
れ
る
装
置
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
の
型
ハ
ン
ド
ル
で
は
、
主

ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
を
「
切
」
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
慌
て
る
と
、
こ
の
操
作

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
安
全
装
置
が
施

さ
れ
て
い
る
機
械
で
は
重
大
事
故
は
起
こ

り
に
く
い
の
で
す
が
、
購
入
後
の
年
数
が

長
い
機
械
は
装
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

装
備
の
有
無
を
理
解
し
た
上
で
、
ハ
ン

ド
ル
跳
ね
上
が
り
へ
の
危
険
予
知
と
そ
の

対
策
を
し
っ
か
り
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

後
退
発
進
を
す
る
と
き
は
、
バ
ッ
ク
耕

耘
け
ん
制
装
置
を
使
う
こ
と
、
エ
ン
ジ
ン

回
転
を
定
格
よ
り
下
げ
る
こ
と
、
主
ク
ラ

ッ
チ
は
ゆ
っ
く
り
と
つ
な
ぎ
、
反
対
側
の

手
で
し
っ
か
り
ハ
ン
ド
ル
を
押
さ
え
る
こ

と
で
す
。

第7回理事会報告　平成28年8月30日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　一般短期貸付の貸付と貸付利率の一部減免に
　　　　　　　ついて
議案第３号　　特定組合員に対するＪＡ農業経営ステップア
　　　　　　　ップローンの貸付について
議案第４号　　新規就農者に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ
　　　　　　　方式）の事務取扱について
議案第５号　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第６号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ方
　　　　　　　式）の事務取扱について
議案第７号　　担い手確保対策に係る事業の実施と固定資産
　　　　　　　の取得について
議案第８号　　2016北海道ホルスタインナショナルショウに
　　　　　　　係る経費の支出について
議案第９号　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付について

協議事項１　　「酪農体験者宿泊用及び酪農ヘルパー従業員
　　　　　　　用住宅」建設の進め方について
協議事項２　　2016北海道ホルスタインナショナルショウ視
　　　　　　　察研修（激励）について

報告事項１　　第１四半期末監事監査に係る取りまとめ結果
　　　　　　　について
報告事項２　　第２四半期末監事監査の実施について
報告事項３　　中間実地棚卸監査の実施及び立会について
報告事項４　　役員視察研修に係る基本方針・取組について

報告事項５　　貸借対照表及び損益計算書（７月末）について
報告事項６　　組合員の動向（７月末）について
報告事項７　　職員の退職（７月末）について
報告事項８　　要領の一部改正について
報告事項９　　融資審査会の結果について
報告事項10　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事
　　　　　　　会承認案件の処理状況について
報告事項11　　総体的なリスク量管理について
報告事項12　　特定組合員実績（７月末）について
報告事項13　　農業経営基盤強化資金の借入と貸付に係る借
　　　　　　　入額の減額について
報告事項14　　平成28年度矢臼別演習場周辺農業用施設（草
　　　　　　　地造成改良）設置助成事業の実施に係る入札
　　　　　　　結果について
報告事項15　　販売事業実績（７月末）について
報告事項16　　平成28年度根室ホルスタイン共進会の結果に
　　　　　　　ついて
報告事項17　　ミルクローリー車の入札結果について
報告事項18　　購買事業実績（７月末）について
報告事項19　　行事予定について
報告事項20　　ＪＡ道東あさひ未婚男性結婚対策実施計画に
　　　　　　　ついて
報告事項21　　平成28年度鳥獣被害防止総合対策事業入札実
　　　　　　　施に係る変更について
報告事項22　　平成28年度鳥獣被害防止総合対策事業入札予
　　　　　　　定価格範囲の設定に係る工種の変更について
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ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

　

耕
耘
（
こ
う
う
ん
）
機
や
管
理
機
な
ど

の
一
軸
型
の
歩
行
型
農
業
機
械
は
、
地
形

的
条
件
や
作
目
に
よ
っ
て
は
ま
だ
使
わ
れ

て
い
ま
す
し
、
乗
用
型
機
械
を
使
い
こ
な

す
こ
と
が
技
術
面
・
体
力
面
か
ら
困
難
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
発
進
時
に
注
意
を
怠
る
と

思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。
今
回
は
挟
ま
れ
事
故
防
止

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

後
退
発
進
時
に
ハ
ン
ド
ル
が
跳
ね
上
が

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
全
て
の
農
業
者
が
体

験
し
て
い
ま
す
。
多
く
は
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

で
済
ん
で
い
ま
す
が
、
作
業
者
の
後
方
に

壁
、
木
、
電
柱
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は

機
械
を
制
御
で
き
ず
に
挟
ま
れ
、
ハ
ン
ド

ル
に
胸
や
首
を
押
し
続
け
ら
れ
て
絶
命
す

る
事
故
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は

歩
行
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
死
亡
事
故
30
件
の

う
ち
、
挟
ま
れ
が
原
因
は
14
件
も
あ
り
ま

し
た
。

採 用 職 員
平成２８年８月17日
生産部　家畜改良課
内　田　幸　希

異 　 動 　 職 　 員
平成２８年９月１日
生産部　販売課　哺育育成預託センター　⇒　生産部　生乳生産課…………水　本　政　志
購買部　資材燃料課　⇒　営農部　生産向上対策課……………………………井　上　菜　々
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今
年
は
台
風
の
発
生
が
少
な
か

っ
た
と
思
い
き
や
、
先
月
17
日
に

上
陸
し
た
台
風
７
号
、
立
て
続
け

に
発
生
し
た
９
号
・
10
号
・
11
号

で
は
、
全
国
各
地
で
強
風
に
よ
る

影
響
や
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、

洪
水
等
で
道
内
各
地
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
道
内

で
も
多
く
の
農
産
物
で
畑
の
浸
水

等
が
発
生
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
も
、
天
候
不
順

に
よ
る
牧
草
収
穫
の
遅
れ
な
ど
、

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
方

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

作
業
時
に
は
焦
り
の
気
持
ち
が
事

故
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、
改
め
て

安
全
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

区　　分 7　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

333,678t

102.3%

69,366t

102.1%

31,023t

99.7%

7,855t

100.4%

5,167t

93.4%

13,782t

103.0%

4,219t

96.4%

1,318,193t

102.4%

271,678t

102.3%

121,508t

100.4%

30,802t

101.1%

20,577t

96.1%

53,546t

101.9%

16,583t

99.9%

3.85%

3.81%

3.90%

3.84%

3.89%

3.82%

3.88%

3.82%

3.91%

3.83%

3.88%

3.82%

3.88%

3.84%

8.71%

8.70%

8.67%

8.65%

8.67%

8.65%

8.64%

8.63%

8.68%

8.67%

8.66%

8.65%

8.71%

8.67%

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

6.10円

6.43円

35.07円

34.45円

35.50円

34.66円

35.41円

34.54円

35.31円

34.50円

35.66円

34.61円

35.37円

34.48円

35.40円

34.71円

50.17円

49.61円

49.92円

49.31円

49.93円

49.31円

49.78円

49.21円

49.98円

49.42円

49.91円

49.29円

50.18円

49.42円

3.68円

3.66円

3.73円

3.81円

3.69円

3.76円

3.74円

3.81円

3.64円

3.78円

3.65円

3.72円

3.76円

3.76円

95.03円

94.15円

95.26円

94.21円

95.12円

94.05円

94.94円

93.96円

95.39円

94.24円

95.02円

93.93円

95.43円

94.32円

７月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】つまらない意地を張りやすい気
　配。自分に正直になることで、運気回復
　の呼び水に。気分転換には読書がベスト
【健康運】まめな休憩をわすれず、ゆった
　りすごして
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴマ

【全体運】開放的な気分になり、いろいろ
　なことにチャレンジしたくなりそう。思
　い切って行動すれば、世界が広がります
【健康運】不規則な生活を正すことで、快
　方の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】栗

【全体運】マイナス思考しやすく、かえっ
　て運気低下を招く結果に。気楽に構えて。
　リラックスするにはマッサージが有効
【健康運】長時間同じ姿勢は禁止。適宜、
　動かして
【幸運を呼ぶ食べ物】マイタケ

【全体運】ちょっとした失敗にクヨクヨし
　がち。サッと気分を切り替えて。親しい
　人に話を聞いてもらうとスッキリします
【健康運】ストレス解消が健康キープのポ
　イントに
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】リラックス気分で過ごせる月。
　習い事や趣味に力を注いでみて。美術館
　巡りなど、芸術的なレジャーも幸運
【健康運】おおむね良好。アクティブに動
　き回れそう
【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

【全体運】新しいことを始める好機。何事
　にも前向きにトライを。オープンしたば
　かりのお店に足を運ぶのも良い刺激に
【健康運】小さなけがに注意。慌てず、落
　ち着いて
【幸運を呼ぶ食べ物】サンマ

【全体運】ささやかな喜びに恵まれる期間。
　感謝すれば、さらなる幸運を引き寄せら
　れるでしょう。周囲への気配りも大切に
【健康運】ストレッチや体操などで軽く動
　くと上昇
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】向学心が旺盛になる時期です。
　カルチャーセンターの体験教室を受講す
　るなど、興味のあることに意識を向けて
【健康運】暴飲暴食は控え、栄養バランス
　に配慮を
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ

【全体運】ささいなことが気になって仕方な
　いかも。常におおらかさと笑顔を忘れずに。
　気分転換には遊歩道や公園の散策を
【健康運】スポーツを楽しむと、体調に好影
　響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

【全体運】イベントや行楽に誘われるなど、
　外出の機会が増える予感。意欲的に参加
　すれば、何かしら得るものが多いはず
【健康運】新陳代謝の促進が健康の秘訣
　（ひけつ）になりそう
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】うっかりミスが増えそう。慣れ
　ている作業でも丁寧に行って。集中力を
　高めるには、料理や手芸、ＤＩＹが最適
【健康運】無理なダイエットはＮＧ。適度
　な運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】シメジ

【全体運】スムーズに人脈のネットワーク
　を広げられます。初対面の人にも気さく
　に話し掛けて。新ジャンルへの挑戦も吉
【健康運】健康法に凝り過ぎず、自然体で
　過ごして
【幸運を呼ぶ食べ物】サケ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

不正軽油を【作らない】、
【売らない】、【買わない】、
【使わない】を実践しま
しょう。
　
不正軽油とは？
　軽油取引税の脱税を目
的に、軽油に灯油などを
混ぜた「混和軽油」や軽
油以外の石油製品を混ぜ
合わせて作る「製造軽油」
などを「不正軽油」とい
います。

　詳しいお問い合わせ・
ご連絡は、根室振興局税
務課まで

北海道根室振興局税務課主査
（軽油引取税）
〒087－8588
根室市常盤町３丁目28番地
TEL（0153）24－5482（直通）
FAX（0153）24－0058

10月は『不正軽油
防止強化月間』です！
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